
愛
媛
支
部
か
ら
の
便
り
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は
使
い
勝
手
の
良
い
伊
予
銀
行
松
山
保
養

所
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に

よ
り
使
用
禁
止
と
な
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
変
更
し

ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
時
間
も
料
理
人
等
の
人
手

不
足
か
ら
、
夕
刻
で
の
開
催
が
難
し
く
な

り
、
昼
の
時
間
帯
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。○

総
会
・
懇
親
会

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
例

会
は
、
９
名
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
経
済
学

部
か
ら
は
事
務
局
の
田
村
利
恵
さ
ん
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
様
で
賑
や
か

な
和
気
あ
い
あ
い
の
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
で
は
、
支
部
長
の
村
田
武

氏
（
昭
和
41
年
卒
、
元
愛
媛
大
学
）
か
ら

開
会
挨
拶
の
ほ
か
、
本
会
の
継
続
や
活
性

化
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
窓
生
の
渡
辺
勇
記
さ
ん
（
平

成
26
年
卒
、
元
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
、
現
在
は
同
リ
ス
ク
統
括
部
）

よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
心
配
さ
れ
た
観
光
産

業
に
つ
い
て
、
愛
媛
、
道
後
の
動
向
な
ど

を
お
話
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
、
身
近
な
事

と
し
て
興
味
深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
初
参
加
の
方

や
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
か
ら
近
況
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
報
告
し
あ
い
、
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
の
田
村
さ
ん
に
は
、
紅
一

京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
の
愛
媛
支

部
例
会
は
、
令
和
２
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
長
ら
く
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
コ
ロ
ナ
禍
が
薄
れ
、
全
国
的

に
各
種
集
会
の
動
き
が
緩
和
さ
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
当
支
部
に
お
い
て
も
、
や
っ

と
令
和
６
年
３
月
10
日
（
日
）
に
、
令
和

５
年
度
の
恒
例
会
（
総
会
及
び
懇
親
会
）

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尚
、
会
場
は
長
年
、
小
規
模
の
集
会
に

○
連
絡
先

現
在
、
愛
媛
県
に
在
住
の
皆
さ
ま
、
ま

た
転
居
等
で
今
後
ご
来
県
の
皆
さ
ま
は
、

是
非
と
も
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
愛
媛
支

部
同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

愛
媛
支
部
連
絡
先
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年
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点
と
し
て
、
こ
の
場
を
明
る
く
華
や
か
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
村
田
支
部
長
を
囲
ん
で
記
念
写

真
を
撮
り
、
次
回
の
再
会
を
誓
っ
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

○
メ
ン
バ
ー

愛
媛
支
部
の
例
会
参
加
者
は
、
長
年
15

名
程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
コ

ロ
ナ
禍
明
け
の
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
参

加
人
数
が
９
名
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
、
参
加
者
は
高
年
齢

者
が
多
く
、
先
細
り
を
懸
念
し
て
お
り
ま

す
。今

後
、
若
い
同
窓
生
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
と
と
も
に
、
同
窓
会
本
部
・
他
支

部
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
同
窓
会
へ
の
参

加
者
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。


